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谷内：マウスの報酬系列学習における隣接連合と遠隔連合の形成およびリスト学習の不成立 １７９ 
現するまでに多くの訓練を要している．また，遠隔項目
を手がかりとした当該項目に対する走行速度の分化も
ラットと比較すると明確ではない遠隔連合の形成に
は，複数項目の記憶を保持して後続項目との連合を形成
することが必要である．したがって，遠隔連合の形成を
示す弁別成績の低さは，マウスの作業記憶における’情報
処理能力の低さを主張する仮説(e9.,FountainetaL，
1999)と整合する結果であるように思われる．
また，遠隔連合に含まれる,情報の内容については，
ラットにおいても十分には明らかにされていない．すな
わち，実験２の第３項目は，第１項目と第２項目の記憶
表象が結合された形態手がかり(Capaldi,1985)によっ
ても弁別可能であるが，第１項目と系列位置情報の組み
合わせによっても弁別可能である．ラットにおいては，
一般に，項目手がかりが有効である場合には系列位置情
報は利用されない傾向が強いことが示されてきている
(Capaldi,Alptekin,Miller,＆Birmingham,1997;Ｔａ‐ 
niuchi，2000)が，マウスにおける系列位置情報の利用
可能性や項目情報との相対的な優位性についても検討す
る必要があると思われる．
実験３において，系列全体を手がかりとして利用する
ことを求めるリスト学習については，長期にわたる訓練
にもかかわらず，マウスは学習の予兆を示さなかった．
その原因としては次の２つが考えられる．第１は，マウ
スが項目情報を長時間にわたって保持できないというも
のである．実験２において遠隔連合が成立した課題で
は，第１項目と第３項目は２つの３０秒の走行間間隔で
隔てられていたこれに対し，実験３では第１系列と第
２系列の間に１５分の系列間間隔が挿入された．このた
め，第１系列の項目情報を１５分間以上にわたって保持
することが困難である場合には，第２系列との関係性は
学習できないことになり，リスト学習は成立しないと考
えられる．しかしながら，マウスは強化と無強化が交替
する単一交替系列において，２０分の走行間間隔の下で
も強化事象の予期を示すことや，Ｒ－Ｎ系列とＮ－Ｒ系列
の併行学習事態において，３時間の走行間間隔の下でも
第２項目を弁別することが示されている（谷内，2001)．
このように，マウスは直前の走行における強化の有無と
いった単純な項目情報については比較的長時間にわたっ
て保持可能である．したがって，系列間間隔における項
目情報の保持の失敗は，リスト学習の不成立の原因とし
ては考えにくい．しかし，リスト学習には，谷内(2001）
の事態とは異なり，複数項目に関する,情報の保持が必要
である．したがって，リスト学習の不成立が項目情報の
保持の失敗でないことを確証するためには，保持される
,情報量と保持可能な時間間隔の関連についても検討する
必要があると考えられる．
リスト学習不成立のもう一つの可能性は，マウスが系
列全体の表象を形成する能力またはその表象を手がかり
として利用する能力のいずれかあるいは両方において乏
しいという可能性である．これまでに，８角形の実験箱
の壁に設置された操作子に一定の順序で反応することを
求める空間位置の系列学習では，“右へ移動，,，“左へ移
動，，，“交替”等の単純な法則を共有する下位系列への分
節化が，ラットにおいては学習を促進するのに対し
(Stempowskieta1.,1999)，マウスでは逆に妨害的に作
用することが知られており，マウスは単純な法則を持つ
系列的事象をチャンク化できない可能性が示唆されてい
る(FountainetaL,1999)．実験２において遠隔連合の
形成が可能であったことから，マウスが複数の項目情報
を作業記憶内に保持可能であることは明らかである．し
かし，実験３におけるリスト学習の不成立と空間位置の
系列学習における分節化効果に関する先行研究の結果を
総合すると，複数項目を１つのまとまりとしてチャンク
化する能力に関しては，ラットとは異なり，非常に乏し
い可能性が示唆される．また，実験３では，同系列群と
異系列群の両方においてリスト学習が認められなかった
ため，マウスにおける“反復,，法則の利用可能性につい
ては依然として明らかでない．これらの可能性について
明らかにするためには，長い報酬|系列を単調な反復構造
を持つ下位系列へと時間的・空間的に分節化することに
よる学習の促進効果(e､9.,FountainetaL,1984;Hagg‐
bloom’1993)等について，マウスにおいても検討する
ことが必要であると思われる．
項目連合学習は，項目刺激の具体的表象間の連合学習
である．ラットの報酬系列学習では，そのような学習に
加えて，“減少'，や“増加，，といった報酬項目間の抽象的
関係性の符号化に基づく系列構造の学習が行われる可能
性が示されてきている（谷内，1998)．本研究で示唆さ
れたラットとマウスの認知過程の相違が，学習の成立に
要する訓練量や作業記憶の容量といった量的な差なの
か，情報のチャンク化や事象間の抽象的関係性の符号化
等の形成・操作し得る心的表象の水準といった質的な差
なのかについて検討していく必要があると考えられる．
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